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地域ＷＷＷサイトの現状について
アにもっとも影響を与えるスペース・メディアといえよう。
これまでに挙げた以外の発信主体グループをみると，主体以外の内容
項目出現が多いものとして［Ｇ:公共］がある。内容項目を細検討する
と，［内：イベント］（構成比２２％)，［内：リスト］（同19％）［内：市概
要］（同１９％）などがほぼ等しく存在する。公的サイトはリスト的な
データベースとしての地域情報を｢１１心的に取り扱っていることを示して
いる。その一方で，［内:民間施設］は他発信主体グループとくらべて
構成比が低い。公的サイトの公平性維持を考慮すると，特定の民間施設
紹介が困難となることが原因として予測される。
（４）地域情報サイト相互リンク
前節でみたように，地域情報サイトの内容は自己紹介・地域取材・
データベースなど発信主体ごとに異なる傾向がある。地域情報ウエブサ
イトが多数のアクセスを得て活'性化されるためには，内容の異なるサイ
トが相互リンクされ，多面的な地域情報データがＷＷＷ上に形成され
る必要があるだろう。では，現状での相互リンクはいかなる傾向を持つ
のだろうか。
まず，全調査サイトにおける外部リンク数を集計して頻度分布をみる
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０
０
０
０
０
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外部ﾘﾝｸ数
図５各サイトの外部リンク数
○国〉
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159
と，リンク蚊４以~ﾄﾞのサイトが多数ある一方，２０以｣:の外部リンクが
あるサイトも存（ＩＬ，ニト11分化の傾向がみられた（図５)。
そこで，兆億兆体が外1111リンクを者噸してサイトを作成しているとけ
えられる「外部リンク数６以｣」のサイトに|H|して他の地域Ｉｉｌｉ報サイ
トへのリンク比率を求め，これを地域↑i1i報リンク比率とした。IUl域ＩｉＩｊ報
リンク比率の分布は０．２以下，つまり地域情報サイトへのリンクがほ
とんど存ｲIＬないサイトが全体の半数以上をしめているが，全リンクが
地域ＩｉＩｊ報サイトへのリンクであるサイトも少数ではあるがｲｱｲl;した。
(図６）
つぎに，発信二1:体グループごとにリンクの伽lrjlを検討する。リンク数
０
５
０
５
０
５
０
３
２
２
１
１ /Ｌ/無二ヤギ
００．２０．４０．６０８
地域情報ﾘﾝｸの比率
図６各サイトの地域情報リンク比率
表７主な発信主体グループの
地域情報リンク
“一雨は，ＭａＩｌｌｌ－ＷＩｌｉｔｎｙ検定によるｐ値0％以下
“－．．は，同１％以~｢で、’ノンクル11が(』.(hに(l(いグルー
プをJFj《す。
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リンクl上率平均 サイト数
サークル
181人
公的三ｋ体
物販）,lｉ
21.6％
20.7％
１１．５％－
4.3％－
（９）
(28）
（７）
(10）
リンク数６以｣＝ 24.9％ (82）
地域ＷＷＷサイトの現状について
が十分なサイトは全調査対象サイトの半数ｉ1,1度である。そこで，ノンパ
ラメトリック検疋を行う蚊低サンプル数とBrえられる５サイト以｣もの
発信二1i体グループのみを対象として，Mann-Whitl〕ｙ検定を行っﾉﾆ
(表７)。その結果，全サンプルサイトの比率は平均２５％であるのに対
して，［Ｇ:公的三1i体］・［Ｇ:物ＩｌＲｌｌＩｉ]では地域IiIifllリンク比率が有意に低
いことがIﾘ1らかになった。
物販111;で比率が低いI;〔囚として，日店舗紹介に付随した各種商品ｌｉＩｉ報
へのリンクが[''心となることがあげられる。さらに，公的]ﾐ体での|j;〔|川
としては，前述の公平|(|維持の/こめに一般企業・ＴＩj氏などが主体となる
サイトへのリンクがililllMJされていることがl1l1lllとして考えられる。
（５）本章のまとめ
地力|÷|治体，各iWi法人などの公的主体が発信する地域ｌＩＩｉｆＭサイトの内
容は，データベース的liiifll，つまり地域に|H1する網羅的なli1i報が多く掲
叔されている（４章３節)，そのうえテキストデータ容li(は大きい（４
章２節)。こうし/こ網羅的かつ大容量のｌｉｌｉｆｌｌと同一サイトに，他の地域
情報サイトへのリンクが存在する刀が，受信者の便宜にかなうのではな
かろうか。しかし現状では，公的主体のIIll域Ｉｉ１ｊｆｌｌサイトのリンクのうち
他の地域情報サイトへのリンク比率は低い。地域情報サイトの内容とい
う観点のみから見れば，地域IiIiNlメディアとしてＷＷＷが活性化され
るために，公的=|i体サイトにおける地域ｌｉ１ｉｆｌｌサイトへのリンク充突が要
請されている。
5．おわりに
本楠では，まず，インターネット前史としてのパソコン通信，および
地域メディアとしてのインターネットの｣ll状を概観し，地域メディアと
してのインターネットの発展に際しては(|;氏によるＩｉｌｉ報発受信が敢要な
要素となることを論考した。さらに，１９９７年１１）｜・ｌ９９８ｌｌを２)ｊに１１１１
1６１
奈111県'11模|j;iTlj・iW1lm県浜松市の地域ＩｉＩｊｆｌｌサイトに対する計ｌｉＷｊ内溶調
査を行った。
その結果，ｉ､発信主体は個人が肢も多く全休のｌ/４をしめること。ｉｉ，
サイトごとに見たテキストデータ容量はｲi裾が長い分ｲlj形をもち，受信
者がデータ群lilの充実したサイトにアクセスすることが確斗〈的に見て|Ｎ
難であること。iii､地域ｌｉｊｊ#'1サイトの内容は発信主体の偶ｌｌＩｉごとに異な
り，｜芒}己紹介・地域収イイ・データベースなどの傾向を}＃っこと。ｉｖ､公
共的発信二1：体の地域情報サイトはデータベース的傾lfjlを持ちデータ容１F（
も大きいが，他の地域IiIifllサイトへのリンクが少ないこと。などがlﾘＩら
かになった。
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注Ｗ（
注１）現ｲl:，ｌｌＴＭＬ３.Ｏはテキスト主体ウエプページの標準的データ形式と
なっている。これまでのデータ染債風をさけ虚すると，この形式との皿換性
のあるデータ形式のみが今後標NliとなることはIﾘＩＥＩであろう。
注２）ケープルテレビ綱や人工i9ijI牙'１１１１による一般家庭へのインターネット
データ配送においては，データの「上り（家庭→ISP）下り（ISP→家
庭)」速度に大きな鑑が生じつつあり，今後こうした放送的データ流通が
艦んになる可能性が高いことにWl意すべきである。
注３）調査はウエプページー上でのアンケート３１M査であるために，ページ」:の
↑/ifMに１１１]座に反応する程度パソコンにＩＩｌｊ通したユーザがI''心となってい
る。実際のＷＷＷ受信者に,!iめる発偏背比率は，これより低いと考える
べきであろう。
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